
謹
啓や

わ
ら
か
な
春
風
に
心
華
や
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と

令
和
元
年
春
の
褒
章
の
藍
綬
褒
章
に
続
き
、
令
和
七
年
四
月
二
十
二
日
の

閣
議
を
経
て
四
月
二
十
九
日
付
け
で
春
の
叙
勲
で
瑞
寶
雙
光
章
を
受
章
す

る
こ
と
と
成
り
ま
し
た
。
早
速
ご
心
温
ま
る
ご
祝
意
、
祝
電
、メ
ッ
セ
ー
ジ
、
心

の
こ
も
った
お
祝
い
品
を
頂
戴
致
し
、
誠
に
有
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
七
年
五
月
十
二
日
、
村
上
総
務
大
臣
よ
り
勲

記
お
よ
び
勲
章
の
伝
達
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
皇
居
に
参
内
し
、
宮
殿
・春
秋
の
間
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
に
謁
（拝

謁
）を
賜
る
栄
に
浴
し
、
陛
下
よ
り
は
、
厳
粛
な
る
御
言
葉
の
中
に
も
清
新
な
る

御
心
を
感
じ
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
、
多
く
の
相
談
窓
口
の
あ
る
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
わ
た
く
し
の
相
談

会
に
来
て
頂
い
た
方
々
や
講
演
講
習
研
修
会
等
の
開
催
の
折
に
は
講
師
と
し
て

ご
指
名
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
陰
で
す
。
（詳
細
は
別
紙
）

受
章
を
機
に
、
さ
ら
に
行
政
相
談
活
動
並
び
に
人
権
啓
発
相
談
活
動
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
展
開
し
て
い
こ
う
と
思
って
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卆
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹

白

令
和
七
年
五
月
吉
日

長
崎
県
南
島
原
市

有
家
町
小
川
三
四
の
二

木
村

優
仁

※
勲
記

日
本
国
天
皇
は

木
村
優
仁

に
瑞
寶
雙
光
章
を
授
与
す
る

皇
居
に
お
い
て
璽
を
お
さ
せ
る

【
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
】

こ
の
度
の
受
章

心
か
ら
お
祝
い
致
し
ま
す
。
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
務
め
に
励
ま
れ
、
国
や
社

会
、
ま
た
人
び
と
の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
致
し
ま
す
。

ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
、
体
を
大
切
に
さ
れ
、
今
後
と
も
、
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う

願
って
お
り
ま
す
。



【別
紙
】

こ
れ
は
偏
に
ご
相
談
さ
れ
た
一
人
一
人
の
お
陰
様
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。

人
は
、
問
題
や
悩
み
が
生
じ
た
と
き
、自
分
だ
け
で
は
思
案
が
堂
々
め
ぐ
り
し

て
し
ま
い
、
問
題
に
問
題
を
重
ね
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
相
談
者
か

ら
問
題
を
切
り
離
し
て
あ
げ
て
、
問
題
と
距
離
を
置
き
、第
三
者
の
立
場
（傍
観

者
的
な
視
点
）に
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、
も
う
一
人
の
自
分
を
作
る
作
業
を
し
て
あ
げ
て
、
問
題
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
問
題
や
悩
み
が
起
き
た
以

前
に
戻
れ
る
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
で
は
、
社
会
に
出
た
と
き
社
会
の
仕
組
み
で
戸
惑
わ
な
い
た
め
の
具
体
的

事
例
を
紹
介
し
、
人
権
で
は
、
人
権
侵
害
を
受
け
な
い
よ
う
日
頃
取
る
べ
き
行
動

も
視
点
を
変
え
た
行
動
に
よ
って
抑
止
に
繋
げ
る
こ
と
の
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
も
相
談
会
を
開
催
し
、講
演
研
修
等
の
要
請
も
一

切
お
断
り
し
な
い
で
全
て
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
相
談
件
数
は
減
少
せ

ず

一
定
数
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

人
生
の
瀬
戸
際
に
、
一
筋
の
光
（望
み
）が
差
し
込
み
、そ
の
光
に
向
か
って
放
った

心
の
叫
び
を
そ
れ
ぞ
れ
場
面
が
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
三
度
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
「Yo

u
a
re
th
e
la
st
h
o
p
e.

（あ
な
た
は
私
の
最
後
の
希
望
（光
）

だ
。
）」
と
い
う
言
葉
で
す
。

最
後
に
、我
々
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
相
談
さ
れ
る
方
の
き
び
し
い
評
価
が
な
さ
れ
る
も
の
と
、常
日
頃
、考
え
対

応
し
て
い
ま
す
。
無
料
だ
か
ら
こ
そ
限
り
な
く
出
来
る
楽
し
み
や
喜
び
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「あ
な
た
に
相
談
し
て
良

か
っ
た
。
」
を
聞
き
た
く
て
相
談
者
に
寄
り
添

い
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
歩
き
続
け
よ
う

と
思
って
お
り
ま
す
。

◇
知
ら
な
い
こ
と
は
き
く
。

出
来
な
い
こ
と
は
周
り
に
頼
る
。
次
に
は

ま
ず

一
歩
を
踏
み
出
す
。
三
気
（聴
く
勇
気

頼
る
勇
気

踏
み
出
す
勇
気
）

◇
相
談
会
で
は
帰
り
際
に
「他
に
困
った
こ
と
な
い
で
す
か
」
と
聞
き
ま
す
。

◇
講
演
や
授
業
の
終
わ
り
に
、
「声
な
き
声
を
聴
け
」
で
は
な
い
で
す
が
、質
問
や

意
見
を
聴
く
た
め
に
、
必
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
って
い
ま
す
。



【支
え
て
く
れ
た
人
や
生
き
た
ツ
ー
ル
】

【
一
、
母
と
の
出
会
い
】
ま
ず
、
母
と
の
出
会
い
で
す
。
大
正
生
ま
れ
の
母
は
、
尋
常

小
学
校
か
ら
高
等
女
学
校

（高
等
小
学
校
二
学
年
を
経
ず
）
に
八
七
年
前
に
飛
び
入
学

し
て
い
る
。
ど
う
し
て
周
り
の
人
た
ち
が
二
歳
上
な
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
兄
の
豊
増
大
吉
郎
は
、
長
崎
県
立
島
原
中
学
校

（旧
制
中
学
校
）
に
勤
務
し
、
県

内
高
校
の
校
長
を
歴
任
し
て
退
職
し
た
。
そ
の
後
は
、
古
瀬
先
生
の
要
請
で
島
原
中
央

高
等
学
校
の
校
長
に
就
任
。
母
は
、
私
が
海
外
な
ど
で
不
在
の
時
は
、
電
話
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
丁
寧
に
対
応
し
て
名
前
と
電
話
番
号
を
聞
い
て
お
い
て
必
ず
帰
宅
し
た
ら

連
絡
さ
せ
ま
す
と
伝
え
、
相
談
活
動
を
大
変
喜
ん
で
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
二
、
メ
モ
帳

・
ペ
ン
・
カ
メ
ラ
を
常
に
持
ち
歩
き
記
録
】
お
か
げ
で
、
国
内
外
の
長

寿
食
材
を
求
め
て
の
旅
な
ど
の
紀
行
誌
や
記
念
誌
や
効
果
的
な
相
談
活
動
の
冊
子
な
ど

の
作
成
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
は
出
前
教
室
等
で
の
講
演
の
際
に
も
十
分
に
生
き
た
。
メ

モ
は
初
め
の
頃
は
、
「机
上
の
蟻
」
「努
力
の
違
い
」
「真
実
は
解
釈
を
拒
絶
し
て
動
じ

な
い
も
の
。
」
な
ど
母
の
知
識
を
記
述
し
て
い
た
が
、
授
業
や
講
演
講
習
会
に
も
積
極

的
に
参
加
し
た
り
五
紙
を
読
み
メ
モ
し
た
。

【三
．
島
原
手
延
そ
う
め
ん
と
の
出
会
い
】
地
域
に
実
情
に
あ
わ
せ
て
相
談
会
を
夜
に

開
催
し
た
お
陰
で
画
期
的
に
相
談
件
数
が
増
加
し
た
。
ま
た
麺
の
開
発
な
ど
を
通
じ
て

国
県
市
の
方
、
マ
ス
コ
ミ
人
、
料
理
研
究
家
、
著
名
人
、
芸
能
人
と
繋
が
り
各
方
面
か

ら
助
け
て
貰

っ
た
。
新
商
品
開
発
で
マ
ス
コ
ミ
等
の
出
演
が
ふ
え
て
知
名
度
が
ア
ッ
プ

し
た
。
多
く
の
賞
を
い
た
だ
き
行
幸
行
啓
産
品
や
ロ
ー
マ
教
皇
に
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

【四
．
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
】
ま
ず
、
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
に
出
演

・
福
岡
や
佐
賀
や
熊
本

の
テ
レ
ビ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
・
Ｋ
Ｔ
Ｎ
・
Ｎ
Ｉ
Ｂ
・
Ｎ
Ｃ
Ｃ
・
か
ぼ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

・
ひ

ま
わ
り
テ
レ
ビ

・
Ｆ
Ｍ
島
原

・
日
経
新
聞

・
食
糧
新
聞

・
朝
日
新
聞

・
長
崎
新
聞

・
島

原
新
聞

・
毎
日
新
聞

・
西
日
本
新
聞

・
読
売
旅
行

・
る
る
ぶ

・
週
間
朝
日

（あ
ら
ゆ
る

報
道
媒
体
に
出
演
）

【五
．
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
出
会
い
】
一
九
八

一
年

（昭
和
五
十
六
年
）

よ
り
情
報
化
を
先
取
り
し
て
導
入
。
動
か
な
く
て
も
世
界
の
こ
と
が
手
に
取
れ
た
。
各

分
野
と
繋
が
り
緊
急
雇
用
や
全
国
展
開
事
業
な
ど
話
が
舞
い
込
み

「有
家

一
店
逸
品
く

ら
巡
り
」
な
ど
の
事
業
多
く
を
立
ち
上
げ
た
。

【六
．
現
職
の
頃
、
定
期
的
に
中
小
企
業
大
学
校
に
入
校
】
し
て
企
業
経
営
全
般
を
勉

強
し
た
こ
と
で
、
日
々
の
相
談
活
動
に
生
き
て
い
る
。

【七
、
各
種
委
員
の
兼
任
に
て
知
識
が
広
が
る
】
人
権
擁
護
委
員
や
個
人
情
報
保
護
審

議
委
員
会

（委
員
長
）
や
世
界
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
兼
任
で
、
見
識
が
広
が
り
、
特
に

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
は
国
際
学
会
で
の
出
会
い
も
あ
り
、
活
動
実
践
す
る
世
界
の
人
た
と

繋
が
り
ま
し
た
。

★
役
職
が
な
い
女
性
で
も
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
人
た
ち
と
の
出
会
い

転
職
を
繰
り
返
し
た
が
、
行
く
先
々
に
上
司
に
意
見
を
言
う
年
配
の
女
性
が
い
た
。

何
故
か
可
愛
が
ら
れ
て
助
け
て
も
ら
っ
た
。
三
ツ
目
の
勤
務
先
で
、
何
度
も
異
動
の
話

が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
何
故
か
中
止
に
成
り
定
年
退
職
ま
で
、
一
人
異
動
し
て
い
な
い
。

★
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
師

（大
学
教
授
八
人
を
含
む
）
と
し
て
全
国
委
員
の
活
動
の

お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
教
育

（研
修
）
で
は
、
小
中
高

・
会
社
企

業

・
経
営
者
団
体

・
組
織

・
団
体

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
福
祉
施
設

（利
用
者

・
職
員
）
・

国
や
地
方
公
務
員

・
教
職
員

・
教
育
委
員
会

・
高
齢
者
及
び
公
的
委
員
組
織
等
か
ら
依

頼
さ
れ
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
（ご
案
内
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
、
叉
は
グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
で
読
み
取
り
ご
訪
問
く
だ
さ
い
。

「木村優仁」で検索 ⇒「基本」（Ｃ）⇒ ４段目

の項目を（Ｃ）してご訪問下さい。（Ｃ）＝クリック

「木村優仁」で検索 ⇒「Facebook」（木村優仁）（Ｃ）

⇒ facebook の「自己紹介」の下のアドレスを（Ｃ）



◆
役
職
等
◆

（令
和
七
年
春
の
叙
勲
の
受
章
日
現
在
）

●
昭
和
５
０
年

音
楽
事
務
所
の
作
曲
部
●
日
本
メ
ロ
デ
ィ
詩
作
人
会
議

議
長

●
昭
和
５
３
年

商
社
を
退
社
し
ク
ラ
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
総
本
社
の
販
売
促
進
部

九
州
地
区
営
業
統
括
本
部

・
九
州
陸
上
無
線
協
会
設
立
初
代
理
事

●
昭
和
５
８
年

工
業
統
計
調
査
員

●
平
成

２
年

有
家
町
保
育
園
保
護
者
会
連
絡
協
議
会

会
長

（五
保
育
園
）

●
長
崎
県
保
健
環
境
推
進
員

●
有
家
町
環
境
美
化
推
進
員

●
有
家
町
保
健
環
境
推
進
員

●
メ
ン
テ
ッ
ク
２
１
創
造
開
発
会
議
事
務
局
長

●
有
家
町
技
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
事
務
局
長

●
有
家
町
商
工
物
産
振
興
会
設
立
事
務
局
長

（１
０
年
間
）

●
新
製
品
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●
ア
ン
デ
ス
生
物
食
文
化
研
究
所

主
宰

（長
寿
食
材
と
食
）

●
南
島
原
市
個
人
情
報
審
議
会
委
員
長

（１
７
年
間
）

●
長
崎
ひ
ょ
う
た
ん
栽
培
研
究
所

（３
７
年
目
）

●
長
崎
ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
研
究
所

（３
７
年
目
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
顧
問

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
相
談
役

●

一
般
社
団
法
人
し
ん
ら
い
長
崎

理
事

●
長
崎
ま
る
ご
と
物
産
館
代
表

●
木
村
農
園

（農
業
）
代
表

■
２
０
０
１
年

総
務
大
臣
委
嘱

総
務
省

行
政
相
談
委
員

■
平
成
１
９
年

日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会

学
会
員

●
平
成
２
５
年

法
務
省

人
権
擁
護
委
員

人
権
講
演
ス
タ
ー
ト

人
権
研
修

学
校
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
と
そ
の
対
応

コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
平
成
２
９
年

長
崎
行
政
相
談
委
員
協
議
会

会
長

●
平
成
３
０
年

島
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

会
長

●
平
成
３
０
年

長
崎
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

連
合
副
会
長

◆
令
和

元
年

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
師
に
就
任

（大
学
教
授
８
名
含
む
）

●
令
和

５
年

九
州
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
連
合
会
長

●
令
和

５
年

公
益
社
団
法
人

全
国
行
政
相
談
連
合
協
議
会

役
員

■
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会

学
会
員

⇒

◇In
te
rn
a
tio
n
a
l
p
u
b
lic

O
m
b
u
d
s
m
a
n

（国
際
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）

詳
し
く
は

★
所
属
学
会

（国
内
）
：
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会

（本
部

：
東
京
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
）

（

J
O
S

）J
a
p
a
n
e
s
e

A
s
s
o
c
ia
tio
n
F
o
r
O
m
b
u
d
s
m
a
n
S
tu
d
ie
s

★
研
究
登
録

（国
外
）
：
国
際
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
協
会

（本
部

：
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ウ
ィ
ー
ン
）

（

IO
I

）In
te
rn
a
tio
n
a
l
O
m
b
u
d
s
m
a
n
In
s
titu

te

★
研
究
登
録

（国
外
）
：
ア
ジ
ア
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
協
会

（本
部

：
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
）

（

A
O
A

）A
s
ia
n
O
m
b
u
d
s
m
a
n
A
s
s
o
c
ia
tio
n

（

Is
la
m
a
b
a
d

P
a
k
is
ta
n

）

◆
受
賞

・
受
章
歴
◆

★
総
務
庁
統
計
局
長

★
長
崎
県
知
事

★
総
務
省

長
﨑
行
政
評
価
事
務
所
長

★
創
業
支
援
大
会

（中
小
企
業
庁

・
中
小
企
業
大
学
入
校
）
中
小
企
業
大
学
学
長

（最
優
秀
賞
）
★
九
州

管
区
行
政
評
価
局
長

★
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
長

★
南
島
原
警
察
署
長

★
南
島
原
市
交

通
安
全
協
会
長

★
総
務
大
臣

★
長
崎
県
警
察
本
部
長

★
長
崎
県
交
通
安
全
協
会
長
賞

★
南
島
原

市

（地
方
自
治
功
労
）

★
藍
綬
褒
章
受
章

（石
田
総
務
大
臣
よ
り
伝
達
）
皇
居
豊
明
殿
に
て
天
皇
陛
下

に
拝
謁

・
お
言
葉
を
賜
る
。
★
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

★
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

★
内
閣
総

理
大
臣

★
法
務
大
臣

★
春
の
叙
勲
瑞
宝
双
光
章

皇
居

（春
秋
の
間
）
に
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁

・
お

言
葉
を
賜
る
。
（他
に
１
３
面
）


